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第 10 話：サクラに宿る闇 

しかし、サクラの様子がどこかおかしかった。瞳の色が黄金に染まり、あぐらをかいて、

尊大な雰囲気が漂っている。普段の大人びた上品な佇まいをまるで感じない。 

？？in サクラ：「何だ…お前は？」 

 

ヒロ in サキュバス：「サクラ？あ…そうか！わからないか…俺だ！ヒロ…こんな姿をしてる

けど、俺は、ヒロなんだ…色々あって今は、サキュバスのカラダに乗り移っていて…」 

？？in サクラ：「そんなことはどうでもいい…これはどういう状況だ…」 

 

 サクラは、いつもの口調とは異なり、ぶっきらぼうに二人を睨んだ。 

アイラ in ヒロ：「ギンガ！乗り移れたようね。力を貸して欲しいの。」 

 すると、アイラは、少し考えた後、立ち上がり、何かを理解したようにニヤリとした。 
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ヒロ in サキュバス：「何を訳のわからないことを言っているんだ！サクラ、混乱しているよ

だけど、元に戻ったんなら良かった。」 

ギンガ in サクラ：「なるほど…これが俺の新しいカラダって訳か…ところで、俺のことを知

っているお前は誰なんだ？」 

 

アイラ in ヒロ：「あたしは、アイラ。しばらくあなたにそのカラダを貸してあげるから、あ

たしたちを手伝ってちょうだい！」 

 二人のやり取りを聞いていたものの、理解できないような表情となるサキュバス… 

 

ギンガ in サクラ：「アイラ？お前がその男に乗り移っているのか。」 

アイラ in ヒロ：「ええ…男のカラダもいいものね。このカラダがあれば、子種をたくさん植

え付けることができる…」 
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ギンガ in サクラ：「俺もどうせなら男のカラダが良かったな。どうだ？今からでも交換しな

いか？この女のカラダと！」 

アイラ in ヒロ：「あたしも最初はそのカラダを狙っていたんだけど…こっちの方が相性が

良いみたいなの。そこの彼もあたしにこのカラダをプレゼントしてくれたしね。」 

 

 アイラのモノとなったヒロのカラダがサキュバスに目配せする。 

ギンガ in サクラ：「もしかして、このサキュバスの中身がこの男なのか？何でまた自分のカ

ラダを捨ててサキュバスなんかに？物好きだな！」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今まで必死に救おうとしていたサクラが、乗っ取られているとは言え、自分を愚弄して

いる…サクラを救えないことの歯痒さと今の自分の無力さをヒロは、サキュバスのカラダ

でひしひしと感じていた。 

 

ヒロ in サキュバス：「サクラがこんなことになるとは…俺は…いったい何のために…」 

アイラ in ヒロ：「安心なさい。君がサクラの魔法を解除できるようになるまでよ。」 
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第 11 話：旅立ち 

 先ほどから男口調で「男になりたい」と主張するサクラ…ギンガは、サクラのカラダに

乗り移って好き放題している。 

ギンガ in サクラ：「そういうことだ！こんなカラダでも俺が使えば…」 

 

 ギンガが詠唱を始めると、サクラのカラダに禍々しい気が満ちていった。穢れや悪意と

は無縁だったサクラが闇に染まっていくようだった…そしてその闇の気配は、形となって

表れた。無数のアメジストが空中に浮かび、サクラとなったギンガの合図で一斉に放たれ

たのだ！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アイラ in ヒロ：「そのカラダでもそこまでできるのね。男なのに女のカラダとの相性がい

いのかしら？」 

ギンガ in サクラ：「俺はカラダを持たない精神体だからな。乗り移ったカラダの想いが大

きいほど俺はその力を利用できる。」 
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ヒロ in サキュバス：「どうしてだよ…どうしてこんな…」 

アイラ in ヒロ：「こうしないとあの娘を護れないからよ。」 

 ヒロとなっているアイラは、冷たい視線をサキュバスに向けると、サキュバスのヒロ

は、無言で俯いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヒロ in サキュバス：「憑依は…解除できるんだよな？」 

 アイラ in ヒロが瓶を取り出し、魔法を唱えると、ギンガが憑依しているサクラがぴくん

っと反応し、再び虚ろな状態となった。頭にいたコウモリもいなくなっている。 

 

アイラ in ヒロ：「こうすればいつでもギンガを回収できるわ。」 

ヒロ in サキュバス：「そうか…せめて女の魂をサクラに乗り移らせることはできないのか？」 

アイラ in ヒロ：「今はいないわ。それにギンガは、かなりの戦力になるわよ。」 

 

ヒロ in サキュバス：「わかった！じゃあ、ギンガをサクラに乗り移らせてくれ…」 

 アイラ in ヒロが頷くと、先ほどの瓶を解放した。 
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 瓶から瘴気が解き放たれ、サクラのカラダを包み込んだ。サクラの瞳が黄金に染まり、

コウモリが頭に宿り、自信に満ちた表情となる。 

ギンガ in サクラ：「ふむ…さっきよりも早くカラダの主導権を手に入れることができた。

気に入ったぞ！」 

 

ヒロ in サキュバス：「しばらくサクラのカラダを使っていいけど、絶対に傷つけるなよ！」 

ギンガ in サクラ：「そんなにこの女が大事か？まあ、今は俺のカラダだから、やられない

ようにするがな。安心しろ！」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アイラ in ヒロ：「さて…そろそろ行きましょう。」 

ギンガ in サクラ：「ああ…俺のこの服、別のに変えられないか？動くたびに胸が揺れて落

ち着かないんだ！」 

 ギンガは、サクラの胸を乱暴に掴んだり離したりすると、弾力のある胸が躍っていた。 

 



 7 / 9 

 

第 12 話：コスチューム 

アイラ in ヒロ：「それなら…」 

 ということで 3 人は、アイラの手引きで城のとある部屋に来ていた。アイラのカラダが

変わったため、アイラであることを証明したり、他の 2 人の素性を説明して中に入るのに

苦労はしたが… 

 

 そこでギンガは、サクラの着ていたワンピースを脱ぎ捨てて、防具を身に着けた。サク

ラの華奢なカラダがダークな防具に包まれる…胸も密着性の高いブラで固定されたが、露

出度も高く禍々しくなり、サクラ本来の姿とのギャップが際立っていた… 

 

アイラ in ヒロ：「なかなか似合っているじゃない？どう？動き易くなった？」 

ギンガ in サクラ：「ああ！だいぶ馴染んできた！」 
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アイラ in ヒロ：「君はどうするの？ヒロ？」 

ヒロ in サキュバス：「俺は…その…なるべく可愛いモノを…精力を集めやすいように…」 

 ヒロは、サキュバスとして上目遣いで、アイラのものとなった自分のカラダを見た。そ

れを見たアイラは、ヒロのお〇んちんを反応させてしまう。 

 

アイラ in ヒロ：「女の所作をわかってきたじゃない。あたしが見繕ってあげる💕」 

 アイラが固く大きくなったヒロのお〇んちんをサキュバスのおしりに押し付けると、そ

こには、ねばねばした液がたっぷりと付着していた。 

 

 アイラは、色々な服をヒロに着せてみた。傍目には、男子高生が積極的に女の子の服を

選んでは、恥ずかしがるサキュバスに着せているようにしか見えない。 

ヒロ in サキュバス：「これが…俺なのか…」 

 鏡に映ったサキュバスは、どこからどう見ても可愛らしい少女にしか見えない。 
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 ヒロは、鏡に映るその姿を改めて認識すると、そのカラダを汚そうとしていることに罪

悪感が芽生えていた。 

ヒロ in サキュバス：「これはサキュバスなんだ…俺がしないとサクラが助からないんだ…」 

 

 ヒロは、鏡に映る自分の姿をしっかりと見ながら、自らの角に触れる。触れられた感覚

は、ヒロの脳に届き、それが自分のカラダだと強く認識した。サキュバスの瞳が本来の妖

しい輝きを一瞬放ったように見えた。 

 

ギンガ in サクラ：「いつまで選んでるんだよ！ささっと行こうぜ！」 

 ギンガがサクラの可愛らしい声をイラつかせて叫んだ。ヒロが我に返る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アイラ in ヒロ：「他にもたくさん持っていくといいわ。女にとって、何を着るかは、その

日の楽しみの一つなんだから。この瓶にはいくらでも入れれるから、気に入ったものを全

部入れなさい。」 

 それを聞いたヒロは、目に入った衣服を瓶に収納するのだった。 


